
 

 

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 

学習指導 

 
 
 
児童・生徒が主
体的に学び行動
し、対話的に学
び高めあう力を
育み、地域の資
源等を活用した
活動を取り入
れ、社会に開か
れた教育課程を
編成する。 

 

 

①  
② ①児童・生徒の

「主体的・対話的
で深い学び」を実
現するための授業
を実践する。 
 
 
 
②地域資源を活用
した授業の実践や
近隣の学校等との
交流及び共同学習
を継続・発展させ
る。 

 
①授業改善に向けた工夫
点や改善点など、校内研
究で検討した内容を踏ま
えた指導案を作成し、教
員一人 1 回研究授業を行
い、「主体的・対話的で
深い学び」の授業実践に
繋げる。 

 
②地域の資源や外部講師
を活用した授業を発展さ
せると共に近隣の学校と
の交流の仕方を検討し、
より充実できるようにす
る。 

①  
② ①教員一人 1 回研究授

業を行い、研究で取り
組んだ内容に基づいて
授業を行うことができ
たか。また児童・生徒
の「主体的・対話的で
深い学び」が実現でき
たか。 
 
②地域の資源等を活用
した授業を実践するこ
とができたか。また新
しい形での近隣の学校
等との交流を行うこと
ができたか。 

２ 
児童・生徒指

導・支援 

 

 

 

児童・生徒一人
ひとりのニーズ
に応じた専門性
の高い指導を行
うと共に校内指
導体制をさらに
整備する。 
 

 

 

 
①児童・生徒の一
人ひとりのニーズ
を把握し、指導・
支援の充実に向け
て校内で組織的に
取り組む。 
 
②児童・生徒の実
態に応じて、ICT
機器を活用し、教
育内容の充実を図
る。 

 
①校内の支援体制を整理
し、校内外支援担当と
「学部コーディネータ
ー」が連携して、ケース
会の実施や児童・生徒の
指導・支援を行う。 
 
②「ICTプロジェクト」チ
ームを中心に視線入力装
置や「iPad」等の ICT 機
器の活用を推進し、授業
や日常生活の指導に取り
入れる。 
 

 
①ケース会や児童生徒
の支援について、校内
外支援担当等と連携し
て、組織的に取り組む
ことができたか。 
 
② 視 線 入 力 装 置 や
「iPad」を使用した指
導方法についての研修
会を実施することがで
きたか。また児童・生
徒の実態に応じて、
ICT 機器を活用するこ
とができたか。 

３ 進路指導・支援 

 

 

 

個々のライフキ
ャリア・ワーク
キャリアを見据
えた進路指導・
支援を行う 

 
①一人ひとりの発
達段階に応じたキ
ャリア教育が実践
できるように保護
者・各関係機関等
と連携を取りなが
ら進路指導・支援
を進める。 
 
②児童・生徒が
「キャリア・パス
ポート」を活用で
きるように全学部
で取り組む。 

 
①進路説明会等の実施方
法、進路に関する情報提
供の方法を工夫して保護
者への理解啓発を図ると
共に、個別面談等を通し
て本人、保護者、担任等
で進路に関する内容を共
有する。 

 
②実際に児童・生徒が
「キャリア・パスポー
ト」を活用する中で、各
学部で活用するための課
題を整理し、改善してい
く。 

 
①進路に関する保護者
説明会や見学会への参
加者を増やし、理解啓
発をさせることができ
たか。また個別面談等
で進路に関して保護者
と十分に話し合いをす
ることができたか。 

 
②「キャリア・パスポ
ート」を活用し、有効
な指導をすることがで
きたか。 
 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 

４ 地域等との協働 

 

 

地域のセンター
的機能の充実を
図るとともに、
共生社会の実現
のために地域と
連携した活動の
機会を設ける 

 

 

 
①地域に本校の持
つ資源を発信し、
地域のセンター的
機能としての役割
を果たす。 
 
 

① ②「地域に開かれ
た学校」を意識
し、地域、保護者
へ適時情報発信を
行う。 
 

 
①教材データベースを作
成しＨＰで情報を発信し
たり、本校の地域支援の
内容について近隣の学校
等に周知したりする。 

 
 

②定期的に情報を更新し
たり、内容を見直したり
して、学校への理解を促
進 す る た め の Ｈ Ｐ や
「Twitter」の充実を図
る。 

 
①教材データ等の情報
をＨＰで発信すること
ができたか。地域支援
のパンフレット等で本
校のセンター的機能に
ついて地域へ発信して
いくことができたか。 
 
②ＨＰや「Twitter」
で有効な情報が発信さ
れたか。 

５ 
学校管理 

学校運営 

 
 
 
 
 
 
 
保護者や地域か
ら信頼・信用さ
れる安心安全な
学校づくりを行
う。 
 
 

 

 
①教育環境の整備
に取り組み、児
童・生徒が安心安
全な学校生活を送
ることができるよ
うにする。 

 
②風通しのよい職
場づくりを促進
し、事故不祥事の
防止に努める。 

 

 
③児童・生徒の人
権を尊重し、安心
で居心地のよい学
校生活になるよう
にする。 

 
①耐震化工事に伴う教育
環境の変化の中で、教育
活動における動線等の工
夫等を行う。 
 
 
 
②連絡・報告・相談等の
意識を高め、「ヒヤリハ
ット」等の報告等を全職
員で共有し、事故・不祥
事防止に向けた啓発を継
続して行う。 

 
③人権尊重を推進する一
つとして「さん」付け呼
称を徹底する。 

 

 
①安心安全な環境を保
持することができた
か。 
 
 
 
 
②事故・不祥事等を防
ぐことができたか。 
 
 
 
 
 
③「さん」付け呼称を
確実に行うことができ
たか。 

 
 


